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OKIグループの価値創造プロセス

OKIグループは「社会の大丈夫をつくっていく。」企業として、これまで培ってきた技術やノウハウを活用し、「3つ
の貢献分野」における社会課題を解決するモノ、コトを実現します。中期経営計画2025とともにアップデートしたマ
テリアリティの実践を通じて、サステナブルな社会の実現と持続的な成長を目指します。

価値創造ストーリー

2022年度実績もしくは
2023年3月末現在

財務資本
資産合計

3,904億円

製造資本
設備投資額

187億円

知的資本
研究開発費

96億円

人的資本
連結従業員数

14,452人

自然資本
エネルギー使用量

406,000MWh

社会関係資本
・ 顧客との長期安定的な関係
・ 拠点所在地域との良好な関係
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経営資源 事業活動 アウトプット アウトカム

社会の大丈夫を
つくっていく。

企業理念

サステナビリティ経営

コーポレート・ガバナンス

企業文化・組織風土の変革

コンポーネントプロダクツ
センシング、AI、通信、出力をカバーするエッジ
プロダクツを提供

エンタープライズソリューション
メカトロ技術／ソリューション／ネットワーク／
保守・サービスにより労働力不足解消と業務効
率化を実現するソリューション・サービスを提供

EMS
設計から製造、信頼性試験までワンストップで
モノづくり総合サービスを提供

パブリックソリューション
交通、防災、防衛などミッションクリティカルな
システムソリューションとエッジからバックボー
ンに至るネットワークを提供

①事業ポートフォリオの
見直し

②営・技・生の機能強化

③将来事業の創出

④財務基盤の改善と効
果的な投資

⑤サステナビリティ経営
の実践

マテリアリティ

安心・便利な
社会インフラ

働きがいと
生産性向上

地球環境の
保全

2031年
OKI創業150周年

成長への舵切り
1st Stage 価値の源泉

インストール
ベース

顧客基盤

技術力

成長への舵切り　
2nd Stage

将来事業の拡大

売上高
 4,500億円
営業利益
 180億円
自己資本比率
 30％

将来事業の創出

• 全員参加型イノベーション
• エッジプラットフォームの高度化
• 海外事業のリスタート

海洋、社会インフラ、製造
注力領域

拠点CO2排出量
 21％削減
環境貢献商品
売上高比率
 35％
女性管理職比率
 ５％
エンゲージメント
 70％
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中期経営計画
2025

経営目標

非財務目標
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社会課題を
解決する

モノ、コトの実現

価値を創出し
続ける企業文化
への変革

事業活動を
通じた

環境負荷低減

持続的成長を
支える

経営基盤強化
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